
公益社団法人 私立大学情報教育協会

平成29年度事業計画書

【公益目的事業】

[公益1]私立大学における情報通信技術活用による教育改善の調査及び研究､公表 ･
促進

(1)情報通信技術による教育改善の研究 (継続)

【事業組織】 学系別FD/ICT活用研究委員会
分野別サイ/ト･キャンバス･コンソーシアム運営委員会

ICTを活用した教育改善の研究､促進を普及するため､アクティブ ･ラーニングを
中心としたICT活用による教育 ･学修方法､教育の質保証に必要なICTによる外部
評価試験の仕組み､学位プログラム環境に必要なeシラバスなどによる授業可視化の取

り組みなどを議論する分野連携の対話集会を実施するo T

対話集会では､知識の定着 ･活用､知識の創造を目指したICT活用を研究するため､
思考力 ･判断力 ･表現力､主体的態度を高める教育改善モデルの可能性を探求する｡と

りわけ､答えが一つに定まらない問題に解を見出すことができるよう､インターネット

上で多面的な視点から知識を組み合わせ､新たな発想 ･構想を目指す分野横断フォーラ

ム型の教育モデルについて､詳細設計をとりまとめ､必要に応じて実験を行い､理解の

促進を図る｡

(2)私立大学教員の授業改善白書の作成 ･公表 (継続)
【事業組織】基本調査委員金

本協会加盟の大学 ･短期大学の全専任教員 (約5万人)を対象とした ｢私立大学教員
の授業改善調査｣の結果を集計 ･分析し､教育現場での問題認識､アクティブ ･ラーニ

ングへの対応､教学マネジメントに対する教員の関与の仕方､授業改善のためのICT
活用状況などを ｢私立大学教員の授業改善白書｣としてとりまとめ ･公表し､大学及び

文部科学省､関係機関に施策への反映を呼びかける｡

[公益2]私立大学における情報教育の改善充実に関する調査及び研究､公表 ･促進

(継続)

【事業組織】 情報教育研究委員会

情報リテラシー ･情報倫理分科会

分野別情報教育分科会

情報専門教育分科会

｢情報リテラシー教育｣､ ｢情報系専門教育｣の研究を年次計画で進める｡

① ｢情報リテラシー教育｣は､情報を用いて課題探求及び価値の創出に関与する情

報活用能力､情報社会で主体的に判断 ･行動できる情報倫理能力､仮説検証 ･予測

を情報通信技術で科学的に行う能力を修得できるよう､初年次における分野共通の

リテラシー教育と専門教育を連携した情報教育の実践モデルの研究を年次計画で進

める｡平成29年度は､授業方略､指導方法を中心に詳細設計を行うとともに､教
材開発の研究に着手する｡また､必要に応じて実験授業を実施し､9月の ｢教育改
革ICT戦略大会｣に報告して､意見を求める｡
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